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【改訂】第 1 版（2011-03-22）
【科目】化学 I

【科目分類】一般科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】前期・2 単位
【対象学科・専攻】3 組・1 年次
【担当教員】

太田 道也

【授業目標・教育方針】
1. 物質量（モル）の概念を理解し、これを用いて実用的な計算ができるようにする。
2. 化学を通して自然科学的なものの見方を学び、それぞれの専門分野に活かせるようにする。
3. 高校程度の化学の知識は、生活する上で必須の知識であり、これを学び身につける。

【授業概要】
1. 物質の基本単位として原子を導入する。原子と元素記号、分子と分子式、イオンとイオン式および組成式について
学び、化学反応式の書き方を学ぶ。
2. 物質量（モル）について学ぶ。化学反応における量的関係について物質量（モル）を用いて考える。
3. 酸・塩基のいろいろな定義について学ぶ。電離度と酸・塩基の強弱について学ぶ。水素イオン濃度と水素イオン指
数（pH) について学ぶ。そして、中和反応および中和滴定について学ぶ。
4. 酸化還元反応の定義について学ぶ。酸化数を導入し酸化数の変化による酸化還元反応の見方を学ぶ。酸化剤と還元
剤の反応式の書き方を学ぶ。金属のイオン化傾向について学ぶ。イオン化傾向に基づいて電池のメカニズムを学ぶ。
電気分解およびファラデーの法則について学ぶ。

【教科書・教材・参考書 等】
教科書：化学Ｉ：東京書籍
問題集：トライアルノート化学Ⅰ：数研出版
図説：最新図説化学：第一学習社
問題集：フォローアップドリル化学：数件出版

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%，その他：小テスト、実験レポート、宿題など合計してレ
ポート点（20%）とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

【授業計画】（授業名：化学 I）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1-2 物質の構成 物質の分類
物質の成分
物質の構成粒子

3-9 原子の構造と化学結合 原子の構造
イオンとその化合物
原子の結びつき
元素の周期表と元素の性質

10-14 物質量と化学反応式 原子量・分子量・式量
物質量
実験

15 中間試験
16-17 物質量と化学反応式 化学反応と量的関係
18-24 酸と塩基 	 酸と塩基

水素イオン濃度と pH
中和反応と塩
中和滴定
実験

25-30 酸化還元反応 酸化と還元
酸化剤と還元剤
金属の酸化還元反応
電池
電気分解
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